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(54)【発明の名称】 健康情報端末装置

(57)【要約】
【課題】  通信回線で、遠隔に人の音声を明瞭に伝え、
且つ生理情報を高速、高分解能で正確に送信することを
目的とする。
【解決手段】  受信部１４から出力される電気信号の経
路を被験者の切換操作により生理情報処理部１５または
音声処理部１６に切り換える切換器１８と、生理情報処
理部は受信部からの電気信号のノイズを除去する生理情
報フィルタ１９を有し、音声処理部は受信部からの電気
信号のノイズを除去する音声フィルタ２０を有し、生理
情報フィルタと音声フィルタはそれぞれ周波数特性を異
ならせた構成としたので、音声、生理情報ともノイズ等
の影響を受けずに遠隔に送信することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被験者の生理情報を検出し検出した前記
生理情報を周波数変換し音響信号として出力する生理情
報記録装置からの出力信号および人の音声を受け、通信
回線で遠隔に通信する情報通信装置を有し、前記情報通
信装置は前記生理情報記録装置から出力される音響信号
および被験者の発する音声を受ける受信部と、前記生理
情報記録装置から前記受信部を介して出力される電気信
号を処理する生理情報処理部と、前記受信部を介して出
力される被験者などの音声の電気信号を処理する音声処
理部と、前記受信部から出力される電気信号の経路を被
験者の操作により前記生理情報処理部または前記音声処
理部に切り換える切換器と、前記生理情報処理部または
前記音声処理部の出力信号を通信回線を通じて遠隔に送
信するための回線通信部を有し、前記生理情報処理部は
前記受信部からの電気信号のノイズを除去する生理情報
フィルタを有し、前記音声処理部は前記受信部からの電
気信号のノイズを除去する音声フィルタを有し、前記生
理情報フィルタと前記音声フィルタはそれぞれ周波数特
性を異ならせた健康情報端末装置。
【請求項２】  生理情報処理部は生理情報フィルタから
の出力に基づき元の音響信号の周波数を算出することに
より生理情報記録装置で検出した被験者の生理情報を再
生する生理情報再生部と、前記生理情報再生部で再生し
た生理情報を被験者などに知らせるために表示する表示
部と、被験者などが前記表示部の表示を見て回線通信部
により前記生理情報を送信するか否かを選択して操作す
る選択操作部を有する請求項１記載の健康情報端末装
置。
【請求項３】  生理情報記録装置は心電図を検出するた
めの複数の電極を有する請求項１または２のいずれか１
項に記載の健康情報端末装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は被験者の生理情報を
検出、記録する生理情報記録装置から生理情報を受信し
て医師等の遠隔に通信等の情報処理を行う健康情報端末
装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】近年、在宅での健康管理の重要性から、
被験者が家庭で測定した生理情報を遠隔の医師に通信回
線によって情報送信し、その結果を医師が診断するシス
テムが各種提案されている。これら通信回線とつながる
システムでの課題として被験者が機器の電極に接触しな
がら生理情報を測定している時に、例えば落雷等があっ
ても被験者に危険が及ばないよう絶縁の配慮しなければ
ならない。特に心電図のように被験者の体に接触する電
極が必要な測定には重要な事項である。
【０００３】そのために、例えば特開平５－１５３２７
３号公報に記載されている装置があり、図９を用いて説
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明する。図９は従来例を説明する心電図記録装置１の構
成図であり、心電図を人体から検出する心電図検出部２
と、心電図検出部２からの心電図を所定時間分記録して
おく心電図記録部３と、心電図を記録する際に在宅患者
などにより押される心電図記録押釦スイッチ４と、心電
図を送出する際に在宅患者などにより押される心電図送
出押釦スイッチ５と、心電図記録部３からの信号を音響
信号として送出するために周波数変調する心電図送出部
６と、心電図送出部６からの信号を増幅するアンプ７
と、アンプ７により増幅された信号を音響信号として送
出するスピーカ８と、心電図記録装置１の全体を制御す
るように予めプログラムされたマイクロプロセッサから
なる演算制御部９とを備えている。
【０００４】そして在宅患者は心電図検出部２を胸に当
て、心電図記録押釦スイッチ４を押すと、演算制御部９
が心電図検出部２からの信号を処理して心電図記録部３
に供給し、所定時間分の心電図データが心電図記録部３
に記録される。
【０００５】次に在宅患者は電話機を使い、所定のダイ
ヤルを発信し心電図の伝送を開始する。その際には、在
宅患者は心電図記録装置１のスピーカ８を電話機のマイ
クロフォンに押し当て、心電図送出押釦スイッチ５を押
す。ここで演算制御部９が心電図記録部３に記録されて
いる心電図データを心電図送出部６に送出し、心電図送
出部６は心電図データを所定の関数に基づき周波数変調
された心電図信号に変換し、この心電図信号はアンプ７
で増幅されてスピーカ８から音響信号として送出する。
医師等の遠隔受信者は、この音響信号を電話機により受
信して心電図を再生する。
【０００６】このようなシステムで、心電図記録装置１
が例えば電池電源等、商用電源でなく電源供給するもの
であれば、心電図検出の際には商用電源線、電話線いず
れとも絶縁されていて、患者の安全は確保される。そし
て、心電図は電話線を介して遠隔に送信することができ
る。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】心電図データを周波数
変調し音響信号としてデータ送信するには、周波数を高
くすると短時間で高い分解能のデータを送信できる。し
かしながら、人の音声を伝える通信回線で心電図データ
を送信することに共用すると周波数をあまり高くできな
いという課題がある。
【０００８】即ち、心電図データを正確に送信するため
にはノイズ等の影響を受けにくくするために、送信する
周波数帯近傍のみを通過させるフィルタを通せば良い。
しかし、そのフィルタを通過させても人の音声を明瞭に
伝えるには、心電図データは一般的な人の音声の周波数
帯と近い周波数にしなければならないからである。
【０００９】本発明は、上記従来の課題を解決するもの
で、人の音声と心電図等の生理情報を通信回線で遠隔に
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送信するもので、人の音声を明瞭に伝え、且つ生理情報
を高速、高分解能で正確に送信することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】前記従来の課題を解決す
るために、本発明の健康情報端末装置は、受信部から出
力される電気信号の経路を被験者の切換操作により生理
情報処理部または音声処理部に切り換える切換器と、前
記生理情報処理部または前記音声処理部の出力信号を通
信回線を通じて遠隔に送信するための回線通信部と、前
記生理情報処理部は前記受信部からの電気信号のノイズ
を除去する生理情報フィルタを有し、前記音声処理部は
前記受信部からの電気信号のノイズを除去する音声フィ
ルタを有し、前記生理情報フィルタと前記音声フィルタ
はそれぞれ周波数特性を異ならせた構成としたものであ
る。
【００１１】これによって、被験者が通信回線により遠
隔と会話するときには、受信部からの電気信号を音声処
理部に切り換え、音声処理部は人の音声に適した周波数
特性の音声フィルタを有するので受信部からの電気信号
は、ノイズ成分が除去され明瞭に遠隔に送信することが
できる。また、被験者が生理情報を通信回線で遠隔に送
信するときには、受信部からの信号を生理情報処理部に
切り換え、生理情報処理部は、生理情報記録装置から発
せられる音に適した周波数特性の生理情報フィルタをを
有するので、受信部からの電気信号は、ノイズの影響を
受けず正確に遠隔に送信することができる。音声フィル
タと生理情報フィルタを別々に設けているので、フィル
タの周波数特性はそれぞれに適した設計ができ、生理情
報フィルタを高周波に設計することで、生理情報を高速
で高分解能で正確に遠隔に送信することが可能となる。
【００１２】
【発明の実施の形態】請求項１に記載の発明は、被験者
の生理情報を検出し検出した前記生理情報を周波数変換
し音響信号として出力する生理情報記録装置からの出力
信号および人の音声を受け、通信回線で遠隔に通信する
情報通信装置を有し、前記情報通信装置は前記生理情報
記録装置の前記送信部から出力される音響信号および被
験者の発する音声を受ける受信部と、前記生理情報記録
装置から前記受信部を介して出力される電気信号を処理
する生理情報処理部と、前記受信部を介して出力される
被験者などの音声の電気信号を処理する音声処理部と、
前記受信部から出力される電気信号の経路を被験者の操
作により前記生理情報処理部または前記音声処理部に切
り換える切換器と、前記生理情報処理部または前記音声
処理部の出力信号を通信回線を通じて遠隔に送信するた
めの回線通信部を有し、前記生理情報処理部は前記受信
部からの電気信号のノイズを除去する生理情報フィルタ
を有し、前記音声処理部は前記受信部からの電気信号の
ノイズを除去する音声フィルタを有し、前記生理情報フ
ィルタと前記音声フィルタはそれぞれ周波数特性を異な
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らせた構成とした。
【００１３】そして、被験者は生理情報記録装置により
生理情報を検出、記録し、音響信号として周波数変調し
て出力する。この出力は情報通信装置の受信部で受け、
また被験者の操作により情報通信装置の切換器で受信部
から出力される電気信号は生理情報処理部に入力され
る。生理情報処理部では生理情報フィルタで不要なノイ
ズ成分は除去され、回線通信部から通信回線を通して遠
隔に生理情報を送信する。一方、遠隔と会話するとき
は、被験者の操作により情報通信装置の切換器で受信部
から出力される電気信号は音声処理部に入力される。音
声処理部では音声フィルタで不要なノイズ成分は除去さ
れ、音声を明瞭に遠隔に送信できる。そして生理情報フ
ィルタと音声フィルタは周波数特性を異ならせて、生理
情報記録装置からの出力周波数、人の音声の周波数に対
して、それぞれ適切に設計されていれば、人の音声と生
理情報を通信回線で遠隔に送信し、且つ生理情報を高
速、高分解能で正確に送信することができる。
【００１４】請求項２に記載の発明は、特に請求項１に
記載の生理情報処理部を、生理情報フィルタからの出力
に基づき元の音響信号の周波数を算出することにより生
理情報記録装置で検出した被験者の生理情報を再生する
生理情報再生部と、前記生理情報再生部で再生した生理
情報を被験者などに知らせるために表示する表示部と、
被験者などが前記表示部の表示を見て回線通信部により
送信するか否かを選択して操作する選択操作部を有する
構成とすることにより、生理情報再生部が生理情報記録
装置に記録された生理情報を再生し、それを表示部で表
示し、被験者は生理情報記録装置で正しく生理情報を検
出できたかどうかを表示部で確認して、選択操作部で遠
隔送信することを選択することで、生理情報が回線通信
部を通して遠隔に送信されることとなり、被験者は送信
する前に生理情報が確認でき、使用方法の誤りなどで正
しく検出できなかったような場合の生理情報が遠隔に送
信されることはない。
【００１５】請求項３に記載の発明は、特に請求項１、
２に記載の生理情報記録装置を、心電図を検出するため
の複数の電極を有する構成としたので、データ量の多い
心電図情報を高速、高分解能で正確に遠隔に送信でき
る。
【００１６】
【実施例】以下、本発明の実施例について、図面を参照
しながら説明する。
【００１７】（実施例１）図１は本発明の実施例１にお
ける健康情報端末装置の生理情報記録装置を説明する構
成ブロック図である。図１において、従来例と同様の機
能を持つ部品には同一番号を付している。
【００１８】生理情報記録装置１は心電図を人体から検
出するための複数の電極１０を備えた生理情報検出部２
と、生理情報検出部２からの心電図を所定時間分記録し
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ておく生理情報記録部３と、心電図を記録する際に在宅
患者などにより押される生理情報記録押釦スイッチ４
と、心電図を送出する際に在宅患者などにより押される
生理情報送出押釦スイッチ５と、生理情報記録部３から
の信号を音響信号として送出する送信部１１と、生理情
報記録装置１の全体を制御するように予めプログラムさ
れたマイクロプロセッサからなる演算制御部９とを備え
ている。そして送信部１１は、生理情報記録部３からの
信号を音響信号として出力するために周波数変調する周
波数変調部６と、周波数変調部６からの信号を増幅する
アンプ７と、アンプ７により増幅された信号を音響信号
として送出するスピーカ８を備えている。
【００１９】そして在宅患者は生理情報検出部２を胸に
当て、生理情報記録押釦スイッチ４を押すと、演算制御
部９が生理情報検出部２からの信号を処理して生理情報
記録部３に供給し、所定時間分の心電図データが生理情
報記録部３に記録される。そして生理情報送出押釦スイ
ッチ５を押すと、演算制御部９が生理情報記録部３に記
録されている心電図データを周波数変調部６に送出し、
周波数変調部６は心電図データを所定の関数で周波数変
換し、周波数変調された心電図信号に変換する。この心
電図信号はアンプ７で増幅されてスピーカ８から音響信
号として送出する。
【００２０】図２は情報通信装置１２を説明する構成ブ
ロック図である。情報通信装置１２は生理情報記録装置
１のスピーカ８から発せられる音響信号の心電図デー
タ、または被験者などの発する音声を受信し、通信回線
１３を介して、医師等の遠隔に送信するものである。
【００２１】情報通信装置１２は、生理情報記録装置１
のスピーカ８から発せられる音響信号の心電図データま
たは被験者などの発する音声を受信する受信部であるマ
イク１４と、生理情報記録装置１からマイク１４を介し
て出力される電気信号を処理する生理情報処理部１５
と、マイク１４を介して出力される被験者などの音声の
電気信号を処理する音声処理部１６と、生理情報処理部
１５または音声処理部１６から出力される電気信号を通
信するために通信回線１３に出力する回線通信部１７
と、マイク１４からの電気信号の出力先を被験者などの
操作により生理情報処理部１５か音声処理部１６かいず
れかに切り換えるための切換器１８を含む構成である。
【００２２】切換器１８は被験者などが操作により機構
的に切り換えるスイッチ、またはタッチキーなどからの
電気信号で電気的に切り換える例えばアナログマルチプ
レクサや、リレーなどである。生理情報処理部１５には
生理情報フィルタ１９、音声処理部１６には音声フィル
タ２０を備えている。生理情報フィルタ１９、音声フィ
ルタ２０は所定範囲の周波数を意味のある信号として大
きく増幅し、その範囲外の周波数はノイズとして増幅し
ない、あるいは減衰させる一般的なバンドパスフィルタ
の電子回路である。
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【００２３】そして、生理情報フィルタ１９と音声フィ
ルタ２０は大きく増幅する周波数範囲の特性を異ならせ
たものであり、図３に示すように、生理情報フィルタ１
９は生理情報記録装置１で心電図データが周波数変調さ
れスピーカ８から出力される音響信号の周波数に合わせ
例えば数kHz付近の狭い範囲で増幅するバンドパスフィ
ルタ回路である。一方、音声フィルタ２０は人の発する
音声に合わせ、１０～１k（Hz）付近の広い範囲で増幅
するバンドパスフィルタ回路である。
【００２４】被験者などが遠隔の医師などに生理情報記
録装置１で測定した心電図を遠隔の医師に送信するとき
には切換器１８を操作して、マイク１４の信号が生理情
報処理部１５に出力されるようにする。また遠隔の医師
などと会話するときには切換器１８を操作して、マイク
１４の信号が音声処理部１６に出力されるようにする。
そして生理情報処理部１５または音声処理部１６により
処理されたマイク１４で受信した信号は回線通信部１７
を介して通信回線１３に出力され、遠隔の医師などに送
信される。
【００２５】このように、生理情報フィルタ１９は生理
情報記録装置１からの音響信号、音声フィルタ２０は人
の音声にそれぞれ合わせた周波数特性のバンドパスフィ
ルタ回路となっていて、用途に合わせて切換器１８で切
り換えるので、ノイズ等の影響を受けにくい。したがっ
て生理情報記録装置１の出力周波数を高くしても安定し
て送信することが可能となり高速で送信できる。また人
の音声も明瞭に伝えることができる。
【００２６】（実施例２）図４は本発明の実施例２にお
ける健康情報端末装置の情報通信装置１２を説明する構
成ブロック図である。図４において、実施例１と同一機
能の部品には同一番号を付す。実施例１と同様に被験者
などが遠隔の医師などに生理情報記録装置１で測定した
心電図を遠隔の医師に送信するときには切換器１８を操
作して、マイク１４の信号が生理情報処理部１５に出力
されるようにする。
【００２７】実施例２において生理情報処理部１５は生
理情報記録装置１から受信する心電図信号を処理して心
電図として再生、表示するとともに、回線通信部１７を
介して遠隔にデータ送信するかどうかを被験者などの操
作で選択するものである。
【００２８】生理情報処理部１５は、実施例１と同じ構
成の生理情報フィルタ１９、マイク１４から生理情報フ
ィルタ１９を介した音響信号の周波数を演算することに
より生理情報記録装置１で検出された心電図データを再
生する生理情報再生部２１、生理情報フィルタ１９で生
成された電気信号より生理情報記録装置１のスピーカ８
から音響信号が発せられ始めたことを検知し生理情報再
生部２１へ信号送信する開始信号送信部２２、生理情報
再生部２１で再生した心電図データを表示する表示部２
３、被験者などが表示部２３で心電図を確認し遠隔に送
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7
信するかどうかを選択する選択操作部２４を含む構成で
あり、遠隔に送信する場合には生理情報再生部２１で再
生した心電図データは、通信回線１３を介して遠隔の医
師などに送信される。
【００２９】開始信号送信部２２は、生理情報フィルタ
１９で生成された電気信号より生理情報記録装置１のス
ピーカ８から音響信号が発せられ始めたことを検知すれ
ば生理情報再生部２１に開始信号を送信するものであ
り、振幅判定部２５、周波数判定部２６、タイマー２７
を含む構成である。生理情報記録装置１は発する音響信
号の周波数が予め定められていて、所定範囲の周波数し
か発せられない。この構成により振幅判定部２５で所定
以上の振幅と判定し、周波数判定部２６で所定範囲の周
波数と判定し、タイマー２７でその状態が所定時間（例
えば１秒）以上続けば、生理情報記録装置１のスピーカ
８から音響信号が発せられ始めたことを検出できる。
【００３０】生理情報再生部２１は、録音部２８と周波
数演算部２９より成る。録音部２８はＡＤ変換機能を備
え生理情報フィルタ１９からの信号を所定サンプリング
周期でＡＤ変換を行ない、電圧レベルをデジタル値とし
て記憶するものである。
【００３１】周波数演算部２９は、ピーク抽出部３０、
カウンタ３１、逆数演算部３２、記憶部３３より成る。
ピーク抽出部３０は録音部２８に蓄えられた時系列の電
圧レベルのデジタル値を順々に調べ、前の値と比較して
増加したか減少したかを調べ、増加から減少に切り換わ
るところをピークとして抽出する。
【００３２】カウンタ３１はピーク抽出部３０で増加か
ら減少に切り換わるピークを所定回数（例えば１０回）
抽出する間の、録音部２８におけるサンプリング回数を
カウントする。このカウント値が意味するものは、カウ
ント値に録音部２８におけるサンプリング周期を乗算す
ると所定回数のピーク発生に要する時間となるものであ
る。即ち、カウンタ３１におけるカウント値は所定回数
のピーク発生に要する時間に比例する値である。
【００３３】更に、逆数演算部３２はカウンタ３１にお
けるカウント値の逆数を演算する。ここでは所定回数の
ピーク発生に要する時間に比例する値の逆数を演算する
ので演算結果は周波数に比例する値となる。したがって
この逆数に所定の定数を乗算すれば周波数となる。この
ようにして逆数演算部３２が演算する周波数は、マイク
１４で受信した音響信号の周波数であり、即ち生理情報
記録装置１から発せられた音響信号の周波数である。
【００３４】そして記憶部３３は、逆数演算部３２で演
算された周波数データより、生理情報記録装置１の周波
数変調部６で行なった変換の逆の変換を行うことによ
り、元の心電図データをデジタル値として記憶する。周
波数演算部２９は以上の動作を繰り返すことによって、
記憶部３３に生理情報記録装置１で記録した心電図デー
タを時系列に記憶することができる。
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【００３５】表示部２３は記憶部３３に記憶された時系
列の心電図データをグラフ表示するものである。患者は
表示部２３で表示されるグラフにより心電図を確認でき
る。ここで患者は心電図を正しく記録できていると確認
すれば選択操作部２４による操作で、心電図データを遠
隔に送信することを指示する。もし、生理情報記録装置
１の不適切な使い方等のために心電図を正しく記録でき
なかった場合には、グラフ表示でそれがわかるので、選
択操作部２４を操作せず、遠隔への送信は行なわず、再
度生理情報記録装置１で心電図の記録をやり直せば良
い。
【００３６】回線通信部１７は選択操作部２４から送信
の指示を受けると、記憶部３３に記憶されている時系列
の心電図データを通信回線１３を介して遠隔の医師等に
送信する。回線通信１７は記憶部３３のデジタル値を送
信するので、遠隔の医師等に送信される心電図データは
表示部２３で患者により確認された心電図データと同じ
である。
【００３７】図５に開始信号送信部２２の具体的な電気
回路図の一例を示す。開始信号送信部２２は、生理情報
フィルタ１９の出力信号を受け、振幅判定部２５を構成
するオペアンプ３４、３個の抵抗器３５、３６、３７
と、周波数判定部２６とタイマー２７の機能を果たすマ
イクロコンピュータ３８より成る。
【００３８】振幅判定部２５は、ヒステリシス機能を持
った比較回路として構成しているので、抵抗器３５、３
６、３７の抵抗値の選定により任意の振幅を閾値として
設定できる。この構成で生理情報フィルタ１９の出力信
号の振幅が所定以上あれば、オペアンプ３４の出力信号
は矩形波となる。
【００３９】マイクロコンピュータ３８はこのオペアン
プ３４の出力信号を入力とし、周波数判定部２６とタイ
マー２７の機能を果たす。そして、所定範囲の周波数が
所定時間継続した時に録音部２８に開始信号を送信す
る。マイクロコンピュータ３８はカウンタ機能があり、
その端子を入力端子として使用している。
【００４０】図６にマイクロコンピュータ３８のプログ
ラムをフローチャートで示す。図６に示すプログラム
は、所定範囲として２．５～３．５kHzの周波数が１秒
間連続すれば開始信号を送信する一例である。そのため
に０．１秒間のパルス入力回数Ｐが２５０～３５０回で
あることが１０回連続すれば開始信号を送信するものと
している。
【００４１】まず連続回数を数えるカウンタＮを０にリ
セットする（Ｓ－１）。また０．１秒間のパルス数を数
えるカウンタＰを０にリセットする（Ｓ－２）。そして
０．１秒の経過を待機する（Ｓ－３）。カウンタ機能の
あるマイクロコンピュータ３８では、待機中パルス数は
自動的にカウントされる。０．１秒経過したところで、
カウンタＰの値が２５０～３５０の範囲にあるかどうか
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9
を確認する（Ｓ－４）。
【００４２】２５０～３５０の範囲にない場合は、生理
情報記録装置１からの音響信号はないものとして、連続
回数を数えるカウンタＮを０にリセットするＳ－１に戻
る。２５０～３５０の範囲にある場合には連続回数Ｎを
カウントする（Ｓ－５）。その結果Ｎが１０以上になる
かどうかを確認する（Ｓ－６）。Ｎが１０未満であれ
ば、Ｓ－２に戻り、パルス数のカウンタＰを０にするこ
とから繰り返す。Ｎが１０以上であれば、１０回連続し
たものとして、開始信号を送信する（Ｓ－７）。以上の
プログラムにより、２．５～３．５kHzの範囲の音響信
号を１秒間連続で受信したことを確認して開始信号を送
信できるのである。マイクロコンピュータ３８にＡＤ変
換機能があれば、振幅判定部２５の機能をプログラムに
より持たせても良い。
【００４３】次に生理情報再生部２１の動作について図
７、図８を用いて説明する。録音部２８には、例えば５
０μsecのサンプリング周期（２０kHzのサンプリング周
波数）で生理情報フィルタ１９からの入力信号を８ビッ
トでＡＤ変換して、記録している。図７において横軸を
経過時間、縦軸を記録しているデジタル値とするとＸ
０、Ｘ１、Ｘ２、・・、Ｘｉ－１、Ｘｉ、・・、Ｘｎと
記録している。
【００４４】ピーク抽出部３０は、この時系列のデジタ
ル値を１回前の値と比較し、増加から減少に転じたとこ
ろを抽出している。即ち、Ｘ０からＸ１は増加している
がＸ１からＸ２は減少しているので、Ｘ２をピークとし
て抽出する。次にピークとして抽出されるのは図７にお
いてＸｉである。
【００４５】カウンタ３１は、このピークが所定回数
（例えば１０回）抽出される間の録音部２８におけるサ
ンプリング回数をカウントする。このサンプリング回数
をｍとするとピーク１０回に要する時間はｍ＊５０μse
cである。周波数はこの逆数を１０倍したものとなる。
【００４６】図８は、生理情報再生部２１をマイクロコ
ンピュータを用いて以上の動作を実現する場合のプログ
ラムのフローチャートである。まず初期処理としてピー
ク抽出のカウンタＰＣと、サンプリング回数のカウンタ
ＳＣを０にし、増加／減少のフラグＦを増加を意味する
０にしておく（Ｓ－１１）。そして録音部２８に記録さ
れているＡＤ変換のサンプリングｎ個のデジタル値を調
べるために以下のループを繰り返す（Ｓ－１２）。
【００４７】まずサンプリング回数のカウンタをカウン
トし（Ｓ－１３）、サンプリングデジタル値Ｘｉが１回
前のサンプリングデジタル値Ｘｉ－１より小さいかどう
かを比較する（Ｓ－１４）。小さくなければフラグＦを
０にしてループ初期のＳ－１３に処理を戻す（Ｓ－１
５）。Ｓ－１４の比較で１回前のサンプリングデジタル
値より小さい場合はフラグＦを調べる（Ｓ－１６）。そ
してＦが０でなければ前回も減少していたものでピーク*
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*ではないので、ループ初期のＳ－１３に処理を戻す。
【００４８】Ｓ－１６において、Ｆが０であれば前回は
増加していて今回は減少に転じたものでピークとして抽
出できる。その場合にはフラグＦを減少を意味する１に
して（Ｓ－１７）、ピークのカウンタＰＣをカウントす
る（Ｓ－１８）。そしてＰＣをピーク抽出の所定回数１
０と比較し（Ｓ－１９）、１０未満であればループ初期
のＳ－１３に処理を戻す。
【００４９】Ｓ－１９においてＰＣが１０以上であれば
ここで周波数ｆを演算する（Ｓ－２０）。周波数の演算
においてはサンプリング回数のカウンタＳＣにサンプリ
ング周期を乗じたものはピーク１０回に要する時間とな
るので、その逆数を演算して１０倍すれば周波数は演算
できる。生理情報記録装置１においては心電図の電位を
所定の関数により周波数に変換しているので、その逆関
数を使い周波数ｆより電位データに変換し、記録する
（Ｓ－２１）。そして、ピークのカウンタＰＣ、サンプ
リングのカウンタＳＣを０にリセットして（Ｓ－２
２）、ループ初期のＳ－１３に処理を戻す。
【００５０】以上のようにしてループを繰り返すことに
より生理情報再生部２１の記憶部３３には生理情報記録
装置１で記録した心電図を再生したデータが順次記録さ
れていくことになり、それを表示部２３でグラフ化して
表示することも可能であり、また回線通信部１７より遠
隔にデータ送信することも可能である。
【００５１】以上のように、実施例２によれば実施例１
と同様に生理情報フィルタ１９と音声フィルタ２０を用
途に合わせて切換器１８で切り換えるので、生理情報記
録装置１の出力周波数を高くしても安定して送信でき、
人の音声も明瞭に伝えることができる他、生理情報を宇
真の際には、患者は自分の生理情報が適切に検出でき、
また音響信号をマイクに適切に送信できたことを確認し
てから遠隔に通信できるので、誤操作による不適切な生
理情報が遠隔に送信されることはなく、生理情報検出に
不慣れな患者であっても安心して操作でき、使い勝手が
向上する。
【００５２】以上の実施例１、２の説明は、生理情報を
心電図として説明したが、心電図はデータ量が多いた
め、高速で安定してデータ伝送できる効果特に大きい。
同様に心臓や肺の聴診データや脳波データなどもデータ
量が多く効果が大きい。また、体温や血圧などの検査項
目においてはデータ量は少ないが、通信回線を使った遠
隔との会話と安定した高速データ転送を両立させること
において効果は同様である。
【００５３】
【発明の効果】以上のように請求項１～３に記載の発明
によれば、人の生理情報を通信回線で遠隔に高速、高分
解能で正確に送信することができる。また、遠隔との会
話のために音声も明瞭に伝えることができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の実施例１における健康情報端末装置の
生理情報記録装置の構成ブロック図
【図２】同健康情報端末装置の情報通信装置の構成ブロ
ック図
【図３】同健康情報端末装置のフィルタ回路の周波数特
性図
【図４】本発明の実施例２における健康情報端末装置の
情報通信装置の構成ブロック図
【図５】同健康情報端末装置の開始信号送信部の電気回
路図
【図６】同健康情報端末装置の開始信号送信部の動作を
説明するフローチャート
【図７】同健康情報端末装置の生理情報再生部の動作を
説明する音響信号の特性図
【図８】同健康情報端末装置の生理情報再生部の動作を
説明するフローチャート *
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*【図９】従来例の健康情報端末装置の構成ブロック図

【符号の説明】
１０  電極
１２  情報通信装置
１３  通信回線
１４  受信部
１５  生理情報処理部
１６  音声処理部
１７  回線通信部
１８  切換器
１９  生理情報フィルタ
２０  音声フィルタ
２１  生理情報再生部
２３  表示部
２４  選択操作部

【図１】 【図２】

【図７】
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【図５】
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